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国語 ◎ ○ ○ 地理歴史 ◎ ○ ○ 公民 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ 理科 ◎ ○ ○

保健体育 ◎ ○ ○ 芸術 ◎ ○ ○ 外国語 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ 農業 ◎ ◎ ◎

工業 ◎ ◎ ○

かかわる もとめる はたす

◎ ○

○ ◎

○ ◎

○ ○ ◎

○ ○ ◎

⑥　役割意識の醸成 ○ ○ ◎
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※ ◎ ○ ○
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6 ○ ○

※ ○ ○ ◎

82合計時数

面接講習会等
専任講師・教員・地元経営者等の知識や応答例を
踏まえ、高校生活をより深く振り返る その他 ４～９月

応募前見学・ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ参加
保護者・学校が協力して、主体的に進路選択がで
きる体制作りを行う その他 ７月～

入社準備セミナー
就職・進学によらず、新生活を有意義に送れるよう
マナーやコミュニケーション力の重要性を理解させ
る

特別活動 １２月～

進路別課外（希望者）
進路実現に向けて何が必要なのかを自ら考え、そ
の解決に取り組み実力を向上させる その他 ４～９月

３
年

自己啓発セミナー（１日）
高校生活を振り返り、個性・適性・強み・働く意義を
まとめさせることによって自信を持たせる その他 ２月

インターンシップ（2日間）

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ報告会から事前準備講習
働くことは他者を助け・自分が成長できることである
ということをにづかせ、自分らしい生き方を考えさせ
る

特別活動 ９月～

自らが考えてきた働くイメージや自己の適性につい
て、実践を通して挑戦する機会とする 学年行事 ７月

先輩講習会
進学・公務員・就職で入社２年目の先輩を講師と
した実体験型講話で意識を高める 特別活動 １１月

企業見学事前学習から見学事後学習まで
職場の理解や社会経済のサイクルについて学び、
先輩の働く姿から自分の将来を考えさせる 特別活動 １２月

集団生活を通した基本的生活習慣の確立

社会人インタビュー
身近な大人について理解し、働く目的や社会貢献
の大切さ、一生涯勉強という意識を身に付ける その他 ７･８月

④　提出物・課題の提出

⑤　ベル着の励行 ３
年

○　上級生としての振るまいと責任感の育成
○　行事や集団における役割意識の涵養
○　自身の適性を生かした適切な進路選択
○　社会へ貢献できる人材の育成

学年共通 各学年指導目標

指
導
内
容

①　挨拶の励行 １
年

○　寮と連携した規則正しい生活習慣の確立
○　ＰＤＣＡや朝課題・週末課題・寮課題をとおした、学習習慣の確立
○　諸活動への参加を促し、自主的・主体的態度を育てる
○　進路行事や個人面談を通じた、進路意識の高揚に務める②　清掃活動の徹底

③　清楚な身だしなみ ２
年

○　中堅学年としての自覚と基本的生活習慣の確立
○　明確な進路意識の確立と学習意欲の向上
○　適切な進路選択能力の育成
○　他者との適切な関わり

級友・上級生と関わりながら学ぶことで自身の振る
舞いを理解させる

様式２

　　                  令和７年度　宮城県加美農業高等学校　「志教育」年間指導計画

３つの視点

各
教
科
指
導
目
標

数学
言葉による見方・考え方を働
かせ、言語活動を通じて、思
考力や想像力を伸ばすとと
もに、伝え合う力を高め、国
語を尊重してその能力の向
上を図る態度を養う。

世界の歴史及び地理を学び、
多くの文化や異なった価値観
を知ることで、相対的に物事を
評価する視点を身につけ、将
来の日本社会のあり方、自分
自身の生き方について考え
る。

現代の社会や政治、経済の
仕組みや成り立ちを学ぶこと
により、人間としてのあり方
や生き方について考え、主
体的な社会の形成者となる
資質を育む。

数学的活動を通して、社会や
日常生活との関連を図りなが
ら、数学のよさを認識し、それ
らを積極的に活用して数学的
論拠に基づいて判断する態
度を育てる。

ものづくりを通して、工業の
現象に関する専門的知識や
技術を習得させ、工業の発
展や産業社会に貢献できる
能力と実践的な態度を育て
る。

科学的な知識や技能を学び
ながら社会との関連を図り、
問題を発見し解決する能力
と態度を育てるとともに、科
学的な探究心を育てる。

家庭
体力の高め方、運動の方法
などを理解して、自ら課題に
挑戦し、ルールやマナーを守
り、自己の責任を果たしたり
仲間と協力したりすることが
できる態度を育む。

芸術の幅広い活動を通し
て、生活や社会の中の芸術
や芸術文化と豊かに関わる
資質・能力を育成するととも
に、豊かな情操を養う。

言語や文化に対する理解を
深め、積極的にコミュニケー
ションを図り、情報や考えを
的確に理解したり適切に伝
えたりするコミュニケーション
能力を養う。

家族・家庭の意義と社会とのか
かわりについて理解を深めると
ともに、生活に必要な知識と技
術を習得させ、家庭や地域の
生活を創造する能力と主体的
に実践する態度を育てる。

農業の基礎・基本を重視し
つつ、持続可能性を視野に
入れた農業教育を推進し、
農業及び農業関連産業に従
事する経営者の育成を図
る。

修学旅行

１
年

総合実習等
級友・上級生と関わりながら学ぶことで自身の振る
舞いを理解させる その他 ４～２月

２
年

課題研究
研究活動のまとめをコンテストや行事で発表して成
果
の定着を図る

その他 ４～２月

その他

その他

インターンシップ報告会
実施のまとめを後輩に伝達することにより、目標を
より現実的で意欲的なものにする 特別活動 ９月

自主研修などを通して、他者と関わりながら目的を
達成する経験をつむ 学年行事 １２月

義務入寮・体験入寮

総合実習等

１ヶ月間

４～２月

「◎」特にあてはまる

「○」あてはまる


